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	令和2年度
	事 業 計 画 書
	令和2年4月 1日から
	令和3年3月31日まで
	一般財団法人インターネット協会
	１　調査・研究活動
	IoT（Internet of Things）は急速に広まり、2020年に入り産官学で活発にビジネス創出が行われ、今や「IoT」ワードは一般化し、特徴を出せなくなっている。
	この中で、①IoTビジネス検討WG、②IoT実証実験WGが目標を達成、③IoTデバイス・プラットフォーム検討WGは、目標達成の上研究内容で会社設立に至り、これら3つのWGは次の展開を模索中。当初予定されていた④IoT流通データ利活用WGおよび⑤IoT動画配信WGは多くの類似活動が民間で起きたこともあり組織そのものを見送り。WGの整理を行い、次に向かう時期に来ている。なお、⑥IoT人材活用WGは現在も高い活動量を維持。
	IoTはまだまだ多くの課題があるものの、今後はIoT等を利用したDX(デジタルトランスフォーメーション)をどのような業種・企業のビジネスに適応できるか等、常に実ビジネスを意識した上でDX全体として課題を解決していく必要があり、WGの整理と委員会名の「DXビジネス推進委員会」への改名を検討中。協会における技術オリエンテッドなビジネスの場の提供を担うものとする。
	なお、下部組織に位置づけられるOIC （IoT/AI時代におけるオープンイノベーション推進協議会＊）は、「DXビジネス推進委員会」名の方が、その動きがより適したものとなる。
	産業毎のDX化普及促進に寄与する活動検討を行っていく。
	体制見直しの結果予定する活動は、予算ゼロにてインターネットガバナンス関連で、インターネット協会会員の関心が想定されるテーマ（データ流通、AI、サイバーセキュリティ等ビジネス面での規制の動き）を中心にした調査活動と対外連携や、協会がリエゾン関係を有する団体との渉外活動（例：一般社団法人日本IT団体連盟）における、インターネット協会事務局補佐を中心にした活動を行う。
	状況に応じて、イベント等の実行委員会／運営等に参画することを検討する。

